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研究期間及び研究費：平成２６年度～平成２７年度（２年計画）  ３６百万円 

項 目 要   約 

１．研究の概要 高濃度マイナーアクチニド（MA）含有酸化物燃料の製造標準化手法を開発す

るとともに、熱伝導率、弾性率などの燃料物性データに及ぼすMA添加の影響

を明らかにし、MAリサイクルの実現性を検討するための基礎的な知見を得る

ことを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）原料粉末性状と焼結体相状態との相関関係の解明 

２）MA燃料製造技術の最適化手法の開発 

３）各種物性に及ぼす高濃度MA添加の影響評価 

２．総合評価 原料粉末性状と焼結体相状態との相関関係を解明し、高濃度（MA）含有酸

化物燃料の製造標準化手法（焼結特性および燃料の熱的特性に影響する酸素

と金属の元素比（O/M比）調整技術）を開発するとともに、熱伝導率、弾性率

などの物性データに及ぼすMA添加の影響を明らかにした。 

MA含有 MOX燃料の基礎物性の評価手法や燃料製造の知見が得られ、優れた

成果を上げたと評価する。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

Ａ


